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監 事 森田修己（日歯大新潟)

監 事（税理士） 未 定

東北・北海道支部長 渡辺 誠（東北大院)

関越支部長 小出 馨（日歯大新潟)
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平成17年度事業計画案

社団法人日本補綴歯科学会（予定）としては，

高い公益性をもち，社会のニーズに応えるため，

歯科医療全般の向上を目指し，専門分野である歯

科補綴学の学理およびその応用についての研究を

行うとともに，国内外の関連学会との連携協力を

図り，医療人としての資質を高めることにより，

国民の健康福祉に貢献することとして，以下の事

業を実施する．

1. 学術大会，講演会の開催

⑴ 第113回学術大会

日時：平成17年5月14日(土)，15日(日)

場所：グランキューブ大阪（大阪国際会議

場）(大阪市）

⑵ 第114回学術大会

日時：平成17年10月1日（土)，2日（日）

場所：朱鷺メッセ（新潟市）

⑶ 支部学術大会

全国9支部において開催予定．

⑷ 市民公開講座

全国9支部において開催予定．

⑸ 講演会等事業の開催
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予見し難い講演会等の事業の開催に対応．

2. 学会誌その他の刊行物の発行

⑴ 学会誌

①和文誌（第49巻2～5号，第50巻1号）5

回

②英文誌（第4巻1号）1回

③学術大会抄録集（第113，114回分）2回

3. 認定医等の認定

認定医，指導医，認定研修機関の新規および更

新．

4. 表彰

学会論文賞，特定推進研究論文賞，中堅優秀論

文賞，奨励論文賞，特別功労賞の表彰を予定．

5. 国際交流事業

⑴ GreaterNewYorkAcademyofProstho-

dontics（GNYAP）

第2回JointMeeting（2007年）開催の検討．

⑵ アジア補綴学会

第4回学術大会2005年8月9～11日（バン

コク）開催予定．

⑶ InternationalCollegeofProsthodontics

（ICP）

第11回学術大会2005年5月25～28日（ギ

リシャのクレタ島）開催予定．

6. 歯科医療の向上を図るための事業

⑴ 生涯学習公開セミナーの開催

全国9支部において開催予定．

⑵ 平成18年度の歯科研修医制度の義務化に

向け，

①補綴臨床研修を実施する際の診療基準およ

び研修基準を作成し，厚生労働省に提示．

②学部卒業時における実施レベルの向上のた

めに，平成16年度の調査結果を踏まえ，今後

の実技教育の充実について検討．

⑶ 補綴学関連の医療の進歩と一般歯科医療へ

の普及を前提とし，国際標準に照らした「病名と

症型分類」最終案の作成．

7. 広報事業

⑴ ニュースレター4～5回の発行を予定

⑵ ホームページ更新予定

⑶ 国際的なPRのため， DentistryinJapan」

に学会活動に関する記事を掲載予定．

8. 社団法人の設立

社団法人としての組織の整備および規程の制定

など，諸課題についての体制を整備．

9. 会費の値上げ

現行10,000円→13,000円．

10. 学術大会の年1回化と支部事業の充実の検

討

平成18年度から地域における事業の充実を図

り，地元との関係の強化方策を検討．

11. 英文誌の年4回発行の検討

PRPの国際的な評価獲得に向け，年4回発行

を平成18年度実施予定．

12. その他

⑴ 新委員会の設置

法人化担当委員会→法人運営委員会，専門医

制度検討委員会，ガイドライン作成委員会，社

会連携委員会，社会保険委員会．

⑵ 委員会の開催

各委員会はそれぞれの課題について検討する

ため年1～5回開催予定．

⑶ 賛助会員

平成17年度は46社を予定．

⑷ 文部科学省へ「特定公益増進法人」の認可

申請を予定．

第113回学術大会はすべてオンラインで

第113回学術大会は演題応募，抄録送付，学会

参加登録，宿泊予約など学術大会に関連するもの

はオンラインで行われることになった．これによ

り従来は学術大会の2カ月前で締め切られていた

事前登録は約3週間前（平成17年4月22日

（金）12：00（時間厳守)）まで可能となった．

さらに口演はすべてパソコン持ち込みによる単

写発表形式で，従来とは大幅に変更されている．

☞ 演題締め切りは平成17年1月18日

（火）17：00（時間厳守）であるが，締め切り

前に限り抄録原稿の差し換えは自由である．

申し込みに際しては第113回学術大会ホーム

ページからダウンロードした「抄録雛型ファイ

ル」を使用することが前提である．また大会抄

録集はホームページ上で公開され，冊子体の抄
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録集は当日受け取りとなる．

詳細は第113回日本補綴歯科学会学術大会

ホームページ（http：//www.dent.osaka-u.ac.

jp/prost2/113jpds/）を参照．また日本補綴

歯科学会ホームページ（http：//wwwsoc.nii.

ac.jp/jpds/）からリンク可能である．

PRPは電子ジャーナル化へ

PRP（ProsthodonticResearchandPractice）

は平成18年より年4回発行される予定である．

すでに発刊されたものも含み，材料技術書誌情報

（表題，著者，所属，引用文献情報等）は会員・

非会員を問わず無料で閲覧可能であり，全文閲覧

用（PDF）については会員（全文閲覧用ID取得）

のみ無料で，また所定の手続きをしIDを取得し

た非会員が閲覧可能である．

以上の全面運用をめざし，当面は試験運用する

ことが編集委員会から報告された．

第112回学術大会報告

第112回日本補綴歯科学会学術大会は，豊田

實大会長（神奈川歯科大学）のもと，平成16年

10月15日（金)～17日（日）に横須賀市の“横

須賀芸術劇場・横須賀市産業交流プラザ”で開催

された． 新しい歯科補綴のパラダイム―生体と

の接点を求めて―」をメインテーマとし，143題

の研究発表と多数の企画講演が行われた．

特別講演I「日本の常識はなぜ世界に通用し
ないのか ―臨床医学研究の観点から―」

講演される森實先生

センセーショナルなタ

イトルで行われた特別講

演Ⅰの森實敏夫先生（神

奈川歯科大学内科）の講

演内容を一行で言い表す

と「臨床医はもっと疫学

研究をすべきである」と

いうことであった．しか

し，レベルの高い臨床試験，その他の臨床疫学研

究を立案，記述，実行できる医師はほとんどいな

いのが現状であると切り出された．臨床医学研究

の方法論については，臨床医学研究デザインにつ

いて，臨床疫学，医学統計などの面から確立され

たものがあるが，それらの知識をもたずに，自己

の経験と先輩からの指導に従って，症例対照研究

などの後ろ向き研究が多く行われていることを指

摘された．特に日米を比較した場合，治療法の開

発に不可欠なランダム化比較試験が日本ではきわ

めて少なく，日本における診療ガイドラインは欧

米人を対象に行われた研究に基づいて作成せざる

を得ない現実があることも示された．その背景と

して，日本では「論理的，一貫性のある主張をす

ると人を怒らせてしまうか，未熟者というレッテ

ルを貼られてしまう」というように，論理的思

が十分にできる環境が成熟していないことに加え

て，日本人は確率論的 え方が苦手なためと分析

された．

クリニカルクエスチョンからリサーチクエス

チョンを作ることが大事で，臨床に本当に有効な

結果を得るためには，ランダム化比較試験をもっ

と重視すべきであり，得られたデータから臨床に

インパクトのある結果，すなわち患者にとって本

当のベネフィットは確率論的な え方で導き出さ

れると述べられた．

（広報 冲本)

特別講演II（国際セッション)
CurrentOcclusionConcepts：
WhereIstheScience?

Dr.TerryT.Tanaka（ClinicalProfessor，Uni-

versityofSouthCalifornia）の特別講演は，長旅

の疲れや時差など微塵も感じさせない，満面の笑

みで始まった．非常に盛りだくさんで，今日の咬

合のコンセプトの解説に加え，ブラキシズムや顎

関節症の最新の治療方針，基礎的研究結果，症例

も紹介された．

Prof.Tanaka(左)と古谷野国際渉外委員長(右)

内容の概略は，① 1962年のStuartにより発

表されたオリジナルのCentricRelation（CR）と

現在（GPT6：米国版歯科補綴学用語集第6版）

のCRの定義（CR＝Centric Occlusion：CO）の

相違，Myocentric Position（Jankelson)，Mus-

culoskeletalStablePosition（Tanaka&Okesson）

などのコンセプトとの関係，② Stuartのいう

CR-COslideが引き起こすブラキシズムとSessle

ら（2002）のいうCNSdisorderとしてのブラキ
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シズムの鑑別の現状，③ ZarbのRisk-benefit，

Cost-benefitの理念とOvertreatmentへの警鐘，

そこでブラキシズムの治療はスプリント療法など

の可逆的療法から行われるべきであること，犬歯

の咬耗の結果生じるBalancingsideの咬合誘導は

削合するのではなく，咬耗したガイドの再建で対

応するべきこと，④ ブラキシズムとAbfraction

の 関 係，⑤ Centric Relation記 録 へ の

Vapocoolant（Ethylchloride）sprayの応用，⑥

Hingeaxisの位置は普遍ではなく変化すること，

⑦ 咬合位を普遍なものとして決定することは困

難で，患者のAdaptiverange（適応範囲）に入れ

ることが重要，⑧ 歯髄は咬合負荷に対して歯根

膜の2倍の感度を有すること（Levy，2000)，⑨

外耳孔に指を入れて関節雑音を触診すると雑音を

誘発することがあるので必ず聴診器を使うこと，

⑩ 前歯部唇側の咬耗から疑われるAbnormal

chewingpatternがあること，等々あり，疼痛の

持続した顎関節の解剖ビデオも供覧され，あっと

いう間の80分であった．

講演時間の関係からか簡単に話されたところも

あり，もっと時間をかけて聞きたい内容も多かっ

たが，明日からの教育と臨床に役立つたくさんの

示唆をいただいた．プレゼンテーションの技法も

アメリカ的一面がみえて，大変参 になった．

（津賀一弘 広大院)

特別講演Ⅲ（研究教育研修)
健康的な睡眠とは

研究教育研修の枠で行われた特別講演Ⅲは，講

師高橋清久先生（藍野大学学長）と座長小林義典

先生（日歯大）により，睡眠をテーマにして講演

が行われた．

睡眠は，疲労回復やストレス解消のみならず，

生活習慣病やうつ病の予防などの点においても重

要な機能をはたしており，厚生労働省が策定した

「健康プロジェクト21」でもとりあげられている

という導入ではじまった．不眠とうつ病の関連に

ついては，不眠症の人は10.2%で，その40%が

うつ病であること，不眠が1年以上続くと，うつ

病の発症率は39.8倍になる，などのデータがあ

ること，また，睡眠不足は社会の効率と安全をも

脅かしており，睡眠不足によって産業事故の発生

率は約8倍，病欠は2倍，入院日数は2倍，交通

事故は3.5～4.5倍にもなるという統計結果があ

ることなど，社会の健康のためにも睡眠は重要な

のであると述べられた．

健康な睡眠の指標としては，

1. 適度な睡眠潜時（ねつきがいいか）

2. 十分量の徐波睡眠

3. 少ない中途覚醒

4. 適度なレム睡眠（レム潜時90～120分）

5. 適度な睡眠時間（平 6.5～7.4時間）

6. 日中の高い活動性（眠気がないこと）

があり，講演では6を最も重要な指標としてい

た．

不眠で最も多いのは精神生理性不眠であり，過

敏性格の人が一過性の不眠に対して過度の不安に

陥り，そのストレスで不眠となり，それによりま

すます不安となって不眠が持続するというパター

ンで，これには睡眠制限療法が有効であること，

高齢者の場合は加齢現象として中途覚醒が多くな

り，深部睡眠が短くなる傾向がみられるが，これ

を気にしすぎて不眠となる場合が多く，これには

短時間の昼寝により日中の活動性をあげることが

有効であること，これに対し，睡眠リズム障害性

の不眠は遺伝子レベルで問題があることが最近わ

かってきており，治療法としては高照度の光を浴

びる光療法や就寝前2～3時間前のメラトニン投

与などがあること，このほか興味深い話題がもり

だくさんであった．最後に講演では「睡眠学の確

立」を提唱された．睡眠学とは，いまだ十分解明

されているとはいえない睡眠のメカニズムなどに

ついて，基礎的研究を行う睡眠科学と，臨床応用

について研究する睡眠臨床医・歯・薬学および睡

眠に関連した社会問題を研究する睡眠社会学（た

とえば夜型社会学など）の3つの柱で構成されて

おり，それぞれが連携し合って進歩を図るもので

ある．

このところ，日本補綴歯科学会においてもいび

きや睡眠時無呼吸症候群などに関連したテーマの

研究発表がしばしば行われるようになってきた

が，さらに進めて睡眠学の枠内で歯科補綴学がど

のような寄与をできるのかを検討する時期がきて

いるのかもしれない．そうなると，もしかしたら

咀嚼や咬合などと同じ頻度と重要性をもって「睡

眠」というキーワードが取り扱われるようになる

日がくるのかもしれない．

（松尾浩一 九大院)

シンポジウムⅠ
「補綴実技教育の評価を える

シンポジウムⅠは，「補綴実技教育の評価を

える」のテーマで，座長に皆木省吾先生（岡大

院)，講師に會田雅啓先生（日大松戸)，鱒見進一

先生（九歯大)，河野文昭先生（徳大）の3名で
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行われた．

まず座長の皆木先生が，今回のシンポジウムの

意義について，歯科医療に対する国民の要求の変

化に対応すべく，歯科医療だけでなく歯科医学教

育にも変化が必要である．その検証のために適切

な教育評価を行うことが重要であり，歯科補綴学

領域における補綴実技能力を評価することは，知

識の確認のみならず，精神運動領域における達成

度の判定としても重要であると示された．また，

今回のシンポジウムに先立って，実技教育検討委

員会の講師の先生方に，『クラウン・ブリッジ』，

『全部床義歯』，『部分床義歯』の分野における実

技評価トライアルが依頼され，その実施結果を踏

まえての報告である旨報告された．

続いて，3名の先生方は，それぞれ実技評価ト

ライアルの課題選択理由について詳しく説明され

た後，課題の実施内容，評価基準，評価結果，問

題点および今後の展望について報告された．

まず，クラウン・ブリッジ分野の立場から會田

雅啓先生が，課題内容は『ブリッジの支台歯形

成』であり，評価項目はクリアランス量，平行

性，辺縁歯肉の損傷などであると説明された．ト

ライアルにおける問題点として，評価者間の統一

性，平行性やクリアランス量の確認方法を指摘さ

れ，その改善方法として診断用機器の導入なども

えられることを報告された．

次に，全部床義歯の立場から鱒見進一先生が，

課題内容は『咬合採得』であり，評価項目は，基

準点の位置，基準平面との平行性，顎間距離，標

準線の記入，上下咬合床の安定性などであると説

明された．トライアルにおける問題点として，試

験環境やファントムなど準備に関することや，結

果の複雑性に対する客観的評価の困難性を指摘さ

れ，その改善方法としてファントムの改良や緻密

な評価基準が えられることを報告された．

最後に，部分床義歯の立場から河野文昭先生

が，課題内容は『義歯の設計』であり，評価項目

は研究模型のサベイング，口腔診断に従った義歯

の設計，技工指示書の作製などであると説明され

た．トライアルにおける問題点として，評価者間

の統一性，設計に関する大学の独自性を指摘さ

れ，その改善方法として設計に関してはローカル

ルールも えられることを報告された．

ディスカッションでは，会場からも多数の質問

があり活発な討議がなされたが，3つの分野すべ

てにおいて，評価基準や評価方法など改良すべき

点はあるものの，課題内容はおおむね適切であっ

たことが確認された．

（広報 野)

シンポジウムⅡ
再生医療と歯科補綴学の接点

座長の魚島勝美先生（新大）から，今回のシン

ポジウムの位置づけ，意義などのお話があり，シ

ンポジウムの幕が上がった．シンポジストは，田

畑泰彦先生（京大)，木下靱彦先生（神歯大)，窪

木拓男先生（岡大院）であった．

座長
魚島勝美先生

田畑泰彦先生

木下靱彦先生 窪木拓男先生

田畑先生は，『再生医療の実際と今後の方向性』

というタイトルで，頭の先から足の先まで広範な

範囲の再生医療を精力的にご講演された．細胞も

重要であるが，生体組織の再生誘導が起こりやす

いような環境【場】を作るための医工学技術・方

法論について熱弁を振るわれた．臨床に上げるとい

う言葉も使われ，目覚しい進歩が明らかとなった．

木下先生は，『TissueEngineeringを応用した

下顎骨の再生医療』の演題で，下顎骨の再生のビ

デオを交えながら，ダイナミックにご講演され

た．骨形成を導く足場，枠組みは，骨再生後，吸

収，消失することが望ましいとの えから，ポ

リ-L-乳酸（PLLA）製のメッシュを使用した症

例を多く供覧された．

窪木先生は，『補綴治療における再生医療の

ニーズと現時点での研究動向―確実かつ質の高い

インプラント治療をめざして―』という題目で，

日本歯科補綴学会の代表としてご講演された．補

綴に関連した再生医療の研究動向をご自身の研究

を中心としてレビューされ，新しい補綴学を担う

研究活動の方向性を提示された．

講演後は，高い関心がもたれている，歯根膜の

再生，歯根の形状，力と組織，ストレス応答など
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について，座長の魚島先生から講師の先生方に質

問をなげかけ，また，フロアからいくつかの質問

がなされ，有意義な討論の時間であった．

夢にあふれたテーマであり，臨床的，補綴学的

に問題をさらに明確にして，境界領域への積極的

なアプローチも必要と提言され，時間の経過を感

じさせない有意義なシンポジウムであった．

（広報 貞森)

臨床教育研修「補綴臨床でどのような点に
過ちを起こしやすいか 」

渡 文彦先生（日歯大新潟）を座長として臨床

教育研修が開催され，倉澤郁文先生（松歯大)，

川良美佐雄先生（日大松戸)， 橋 裕先生（福

歯大）の3名が「補綴臨床でどのような点に過ち

を起こしやすいか 」についてご講演された．

はじめに倉澤先生は『歯冠修復における治療計

画』と題して，歯冠修復後の修復物や周囲組織の

経年的変化と対応について論じられた．支台歯形

成，デンタルX線写真，プロビジョナル・レス

トレーションの活用，レジンによる支台築造，

オールセラミックス，失活歯の破折をキーワード

に，それぞれを丁寧に説明された．

次に川良先生は『総義歯における床辺縁形態と

顎対向関係位の設定』と題して，総義歯治療で過

ちを起こしやすい印象採得と咬合採得に焦点を絞

り，実際の臨床例を供覧しながら論じられた．印

象採得については予備印象が重要で，スタディモ

デルからファイナルを読み取る床外形のイメージ

と，頰棚を支持域としたイメージの大切さを強調

された．また，咬合採得については下顎前方偏位

への注意，ゴシックアーチの応用や習慣性のタッ

ピングポイントについて説明された．

最後に高橋先生は『有床義歯の諸性質と予後管

理』と題して，レジン床の変形と接着については

実際の数値や手法を交えながら，また予後管理に

ついては長期管理をしなかった症例ときちんとリ

コールを受けた症例を供覧，対比させながら講演

された．そして責任をもって予後管理を行うこと

の重要性を，義歯装着時が完成時ではないこと，

義歯調整終了時が治療終了時でないこと，患者が

感じるいい状態が術者のみるいい状態ではないこ

とという言葉で強調された．

以上，いずれの先生もポイントを簡潔にまとめ

症例を交えながらの講演だったので，若い補綴医

にとって理解しやすく，日常臨床で起しやすい過

ちとその回避について勉強になったであろう．

（広報 松山)

認定医研修「補綴治療の予後に直結する
落とし穴―補綴装置と二次齲蝕―」

学術大会に引き続き日曜日の午前中に認定医研

修が開催された． 補綴治療の予後に直結する落

とし穴」3回シリーズの2回目で，前回の〔補綴

治療と歯根破折〕に続き，今回は〔補綴装置と二

次齲蝕〕というテーマで行われた．まず座長の小

出 馨先生（日歯大新潟）よりテーマについての

説明をいただいた後に3人の先生に講演をいただ

いた．

本橋先生(左上)，豊島先生(右上)，武内先生(下)

最初に本橋正史先生（日大衛生）が，『二次齲

蝕研究の文献的 察と将来展望』という演題で，

これまでに報告された二次う蝕に関する文献の紹

介，日本における二次う蝕研究に関する現状など

について講演された．日本では北欧などに比べて

この分野の取り組みが遅れており，これから充実

が期待されるところであるとのことであった．

次に豊島義博先生（第一生命日比谷診療所）か

らは『二次う蝕のガイドライン』という演題で，

ネットで利用できる有用なサイトの紹介や，ご自

身の体験から学んだ優れた文献の検索方法と文献

の応用方法などについて講演された．またGoo-

gleの有効な活用方法など，すぐにでも使える

ちょっとした小技の紹介にうなずく参加者も多く

みられた．

最後に武内博朗先生（国立保健医療科学院）か

らは，『う蝕と歯周病（微生物学的）のリスク低

減治療－3DSによる病原口腔微生物の制御―』

という演題で，徹底的なバイオフィルム除去のあ

と消毒剤を用いて良質な口腔細菌叢へと移行させ

る3DSの有効性について，実際の手順や経過に

ついて講演された．二次う蝕に限らず矯正治療に

よるカリエス傾向の上昇が懸念される場合などに

おいて，この3DSという方法は非常に有効であ

るという印象を受けた．また実際にこの3DSを

体験された豊島先生からも，良好な口腔細菌環境

が維持されているというコメントの紹介があっ
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た．

講演後の質疑でも活発な討論が行われたが，な

かでも二次う蝕の予防や早期発見には定期的な追

跡が必要であり，小児歯科だけでなく成人におい

ても定期的な検診の呼びかけが重要であるとのこ

とであった．

次回の学術大会時に開催される認定医研修では

シリーズ3回目で〔補綴治療と歯周疾患〕という

テーマで行われる予定である．

また今回も認定医研修と同じ時間には認定医

ケースプレゼンテーションが行われたが，応募は

1件のみと少なく，今後への課題と思われた．

（広報 諸井)

課題口演受賞者

1-1-2 象牙質再生に向けての分子生物学的研究

―Sonichedgehogによる象牙芽細胞の

分化促進―

○完山 学，矢野貴子，大野充昭，園山 亘，窪

木拓男（岡大院）

1-1-3 骨髄由来幹細胞は遺伝子群の選択的抑制

を介して分化する

○江草 宏，西村一郎 ，松香芳三 ，矢谷博文

（阪大院， UCLA）

1-1-5 多血小板血漿の骨リモデリングへの影響

に関する検討―骨形成，骨吸収の観点か

らみたinvitroの研究報告―

○荻野洋一郎，鮎川保則，古谷野 潔（九大院）

1-1-9 咀嚼運動のリズムと経路の安定性の主成

分分析による咀嚼機能の評価

○志賀 博，小林義典，横山正起，大迫千穂，佐

藤晃夫（日歯大）

1-2-3 咀嚼と咀嚼能力の相違が胃排出速度に及

ぼす影響

○水戸祐子，服部佳功，渡辺 誠（東北大院）

1-2-8 マウス骨芽細胞様細胞に持続的圧縮力を

加えた時の遺伝子発現の動態

○長尾大輔，渡 恵，友竹偉則，吉嶋佑佳，川

本苗子，市川哲雄（徳大院）

デンツプライ賞受賞者

1-3-10 三次元有限要素法によるオーバーデン

チャーの応カ解析―補強構造が顎堤粘膜

の応カ分布に及ぼす影響―

○権田知也，董 堅，海野哲朗，五十嵐友紀，

池邊一典，野首孝祠（阪大院）

1-3-11 隣接面板とレストの配置が義歯床の変位

に及ぼす影響

○海野哲朗，権田知也，董 堅，池 一典，野

首孝祠（阪大院）

1-3-17 チタン上での骨茅細胞分化過程における

MAPKカスケードの関与

○波多賢二，和田誠大，池 一典，野首孝祠（阪

大院）

2-3-2 陽極酸化と水熱処理によリチタン表面に

析出したハイドロキシアパタイト結晶の

解析

○中里好宏，武部 純，石岡道久，石橋寛二（岩

医大）

2-3-6 歯牙喪失ラットにおけるテタヌス刺激に

よる海馬グルタミン酸変動

○奥田恵司，山本さつき，井上 宏（大歯大）

2-3-15 口腔立体認知能と咀嚼能率との関係

○雨宮三起子，池 一典，古谷暢子，森居研太

郎，吉仲正記，松田謙一，野首孝祠（阪大院）

アンケート報告

第112回学術大会時に配布されたLetter for

Members秋特別号の切り離しアンケートに寄

せられた意見を以下に示す．

学術大会に関するご意見

今回は第1会場が広すぎて第2会場がメイン会

場の広さに適当と思われた．

ポスター会場はもう少し広くしてほしい．ポス

ターの前に人の輪ができても通り抜けるスペー

スができるぐらいの会場にして欲しい．

一般口演発表で質問2分は短い．

課題口演の発表時間10分は長いのではないか．

スライドの質が低いものが多い．

ベストプレゼンテーション賞を作ってはどう

か．

シンポジウムⅠは非常に良かった．

認定医研修の講演内容で，すばらしいものが

あった．
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日本補綴歯科学会に対するご意見・ご希望

認定医の更新の条件に，学会発表・論文発表が

必須になっているが，大学を離れた開業医に

とっては難しい条件である．医科の学会などは

必須になってなく，研修会参加が条件となって

いるところが多いと思われる．法人化に伴い，

また研修医の義務化もあり，更新の条件を再検

討してもらいたい．認定がなくとも研修医の指

導医には講習を受ければ7年以上の臨床経験で

可能であり，更新をもっとしやすくして優秀な

補綴認定医を減らすべきではない．

大きな学術大会が年1回になることを え，認

定医更新の基準から口演やポスターなどの発表

という規定をなくし，出席を重視して更新でき

るようにして欲しい．大学在籍中は発表や共同

演者になるが退職し，開業医になるとこの点が

不利になり更新をあきらめる先生が多い．

112回学術大会の認定医申請ケースプレゼン

テーションは1演題，認定医申請・更新のハー

ドルが高すぎるのでは（同様の意見数人あり)．

認定医の審査を支部会中心にすると一定の質の

確保が困難→不合格にできない．

評議員会でもっと実質的な議論が必要では？

広報委員会に対するご意見・ご希望

広報委員会はとてもいい活動をしている．ます

ますの充実を期待する．

支部活動トピックス

東北・北海道支部 第30回記念大会

東北・北海道支部会は昭和44年に設立されて

から今回で30回を迎えた．これを記念して，第

30回記念大会が石橋寛二大会長（岩医大）のも

と，平成16年9月11日（土)，盛岡市のホテル

メトロポリタン盛岡で開催された．記念大会の特

別企画として， 今後の東北・北海道支部学術大

会に向けて－30年の足跡から探る―」と題した

パネルディスカッションが行われた．座長は平井

敏博先生（北医大）が務め，支部会顧問の内山洋

一先生，鹿沼晶夫先生，坂口邦彦先生，田中久敏

先生および副会長の赤川安正先生（広大院）がパ

ネラーとなって，支部会のこれまでを振り返り，

今後のあり方に対して討論が行われた．討論に

は，木村幸平支部長（東北大院）と石橋寛二大会

長が加わり，さらに懸田利孝先生，片岡保夫先生

もフロアーから参加した．1時間という短い時間

ではあったが，30年を一区切りとして，さらな

る発展を期待したいという言葉で特別企画を結ん

だ．

パネルディスカッションのパネラーの先生方

（清野和夫 奥羽大)

認定医研修機関（乙）紹介

敬天堂歯科医院

LetterforMembersで認定研修機関（乙）取

材報告を企画して，3施設目である．今回は静岡

市の敬天堂歯科医院，蒔田 人院長にお話しをお

うかがいした．

敬天堂歯科医院 蒔田 人先生

インタビュア（イン)：まず，貴研修機関の概

要を教えてください．

蒔田院長（蒔田)：敬天堂歯科医院は今から25

年前（S54年)，オーラル・リハビリテーション

を中心に治療を行う，地方都市としては全く新し

いタイプの研修歯科診療所として開設されまし

た．当初は，院長のほか，研修歯科医師2名，歯

科技工士2名，歯科衛生士4名，受付1名の10

名のスタッフで発足しましたが，年々拡張・充実

をはかり，現在はJR静岡駅をはさんで南北2つ
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の診療室をもち，研修医10名，スタッフ総数30

名以上の大所帯となりました．この間，3～10年

の研修期間を終了した歯科医師は23名を数えま

す．

イン：それでは，教育方針と実践内容について

教えてください．

蒔田：当院では，ほとんどの研修医が卒直後か

らの研修となるため，技術的な教育はもちろんの

こと，社会人としての責任を自覚し， 歯科医師

である前に人間であれ」をモットーに，患者の痛

みのわかる人間性豊かな歯科医師の育成に努めて

います．最終的には，全顎を1つの器官として診

断し治療し， 咬合の再建」ができる能力を身に

つけるため，歯内療法，歯周治療はもとより，

M.T.M，アタッチメント・デンチャー，インプラ

ント治療などをマスターすることを目標としてい

ます．そのために初診時，治療経過，治療終了

時，リコール時の口腔内写真，デンタル・レント

ゲン写真を撮影し，週数回の症例検討会，月1回

のコ・デンタルを含む院内研究会，毎月のスタ

ディクラブ参加に活用しています．現在，そのス

ライド数は8万枚以上，最長25年の種々な症例

の経過を観ることができます．

本院の特徴として，研修3～5年目で補綴歯科

学会，顎咬合学会，口腔インプラント学会などで

の発表を指導しているので，25年前の最初の研

修医から全て学会発表の経験をもち，日本補綴歯

科学会認定医も6名を数えます．当院で過去に

行った発表演題数は，日本補綴歯科学会総会およ

び支部総会，日本顎咬合学会，日本口腔インプラ

ント学会総会および支部総会，そのほかの学会合

わせて130演題以上となります．

イン：最後に，補綴医を目指す全国の若い先生

方にメッセージをお願いします．

蒔田：卒直後のトレーニングが重要です．良く

も悪くもこの時期に歯科医師としての自分の方向

が決定されます． 温故知新 ，最新の情報だけで

なく，どういう経緯でここにいたったかを知るこ

とが必要です．そのためには毎日，専門誌を読ん

で知識を蓄え，特に論文最後の参 文献は必ず調

べて目を通すことが大事です．

イン：お忙しい中，ご協力ありがとうございま

した．

スタッフの皆様

（広報 松山)

会員の声

第111回デンツプライ賞受賞者の声

RezwanaBinteAnwar

Div.ofRemovableProsth-

odonticsmNiigataUniversity

GraduateSchoolofMedical

andDentalSciences

The111thscientificmeetingoftheJapan

prosthodonticsocietywasamemorablemeeting

formyself.Ipresentedmyownresearchin

posterform.Mytopicwas,”Observationof

MicrostructuralChangesintheMolarAlveolar

BoneofOvariectomizedMonkeys”.Iexpectthis

research could elucidate the relationship

betweenthemicrostructuralfragilityofalveolar

boneandtoothloss.

ThisisthefirsttimeIhaveeverparticipatedin

suchabigconferenceandthat’swhyIworked

hardtogetmybest.Iwasreallyexcitedand

surprisedwhenIheardthenewsthatIwas

selectedforthe”DENTSPLYMeritAward,2004”.

Iamsurethisawardwillnotonlyfurtherenhance

mymotivationtowardsbetterresearchbutalso

influenceotherresearcherstodotheirbest.

Finally,Iwouldliketoexpressmykindgratitude

toProf.ShojiKohnoandDr.MikakoTanakaand

alsoDr.SadakazuEjiri.Withouttheirhelp,it

wasnotpossibletodosuchagoodresearch.
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EAOBestOralAward受賞者の声

鮎川保則

九州大学大学院歯学研究院

口腔機能修復学講座

咀嚼機能再建学分野

本年9月16日から18日にかけてパリで開催さ

れたEuropeanAssociationforOsseointegration

（EAO）13thAnnualScientificMeetingにおいて

発表した“Simvastatinstimulatesosteogenesis

aroundtitaniumimplantsinosteoporoticrat”が

BestOralAwardを受賞しましたので報告いたし

ます．

著者は右から2人目

本学会は1991年に発足し，今年で13回目と歴

史が浅い学会です．私は1999年の第8回大会

（コペンハーゲン）に参加，そのときは比較的こ

じんまりしていい学会だなとの印象でした．今年

は5年前とは大きく様変わりし，2,600名の有料

参加者を数える大学会となっていました．ヨー

ロッパの学会とはいえ，UnitedStatesと書かれ

た名札をしている参加者も多く，それにも増して

アジア人の多数参加が目に付きました．5年前は

アジアからは日本人グループだけでしたが，本学

会もこの分野のトップの学会のひとつとして急速

にグローバル化してきたようです．学会開催地が

パリであることも参加者増加の一因となったこと

は想像に難くないですが．

学会はパリの市内中心部から地下鉄で1時間以

上かかるディズニーランドに隣接するホテルで開

催されました．日本と違いパリのディズニーは比

較的閑散としていて，それだけに学会に集中して

盛り上がることができました．

学会は，初日，2日目，3日目の午後がシンポ

ジウムのみ，3日目の午前中のみ一般演題とシン

ポジウムという構成になっていました．一般演題

は，学会によると205演題が申し込まれ，160演

題がアクセプトされたようです．そのうち，抄録

による審査で上位10演題がResearch competi-

tion部門で口演，あとの150演題がポスター発

表となりました．日本からの演題は13題でした．

10演題のResearchcompetition部門にアジア

からは私と名古屋大学口腔外科の山田先生，韓国

のMun先生の3人の演題が採択されました．

Researchcompetitionと銘打っているだけあっ

て通常の学会発表とは異なり，6名の審査員がい

て厳しい質問を浴びせてきます．しどろもどろに

なりながらどうにか質疑応答を切り抜けると，午

後のセッション開始直前にメインホールで受賞者

発表と表彰式がありました．BestOralAwardは，

私と英国の演題の2つが選ばれ，ポスターからも

ひとつBestPosterAwardが選ばれました．多少

拍子抜けしたのは，受賞プラークや賞状の類は一

切なく，そういう意味で私が受賞した証拠は現在

まったくありません（ただし副賞はいただきまし

た)．受賞の予感は，本人・同行した後輩たちに

もまったくなく，青天の霹靂でした．研究指導を

していただいている古谷野 潔教授はじめ，日本

補綴歯科学会の先生方のご指導の賜物であると，

この場をお借りして深くお礼申し上げます．

関連学会報告

第17回日本顎関節学会学術大会

第17回日本顎関節学会学術大会が平成16年7

月4日（日)，5日（月）会期で，河野正司教授

（新大院）を大会長として新潟コンベンションセ

ンター朱鷺メッセで開催された．

演題発表は一般口演62題（うち外国参加3)，

ポスター84題（うち外国参加8）の計146題に加

え，特別講演2題，シンポジウム2題，歯科医師

フォーラム2題，学術奨励受賞演題2題と盛りだ

くさんの企画であった．

特別講演の1つ目は，『磁気共鳴を用いた脳機

能研究の最前線』と題し，藤井幸彦先生（新大脳

研究所統合脳機能研究センター）が，2つ目の特

別講演は『顎口腔領域の筋緊張異常に起因する疾
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患の病態と治療―とくに睡眠呼吸障害と運動異常

症について―』と題し，吉田和也先生（京大院医

学研究科感覚運動系外科学講座口腔外科学分野）

が講演された．

以下 企画のおのおののテーマを示す．

シンポジウム1「顎関節の運動学の最前線」

シンポジウム2「顎機能障害の保存療法の最前

線」

歯科医師フォーラム1「顎関節症と学校健診」

歯科医師フォーラム2「顎関節症と随伴症状」

学術奨励賞受賞講演

いずれのテーマに対しても活発な討議がなさ

れ，また歯科医師フォーラムも夜遅くまで熱心な

参加者があった．

会場は信濃川河畔にある最近建設された施設

で，ホテルに隣接し，佐渡航路のターミナルと接

続してる洒落た施設であった．観光船の乗り場も

会場にあり，通路デッキからの眺めも楽しめた．

（小林 博 新大院)

第15回日本老年歯科医学会

残暑厳しい9月18日（土)，19日（日)，かご

しま県民交流センターに於いて長岡英一大会長

（鹿大院教授）のもと，第15回日本老年歯科医学

会総会ならびに学術大会が開催された．

特別講演として元鹿児島大学学長の井形昭弘先

生（名古屋学芸大学学長）が「長寿社会における

健康」と題して現在の高齢化社会への流れを，ご

自身の研究者としての歴史を織り交ぜながら講演

された．シンポジウムⅠ（座長：市川哲雄教授

（徳大院)）では「口腔ケアは老人医療を変えるこ

とができるか」というテーマで角 保徳先生（国

立長寿医療センター）が『口腔ケアのシステム化

とその有効性』，米山武義先生（米山歯科クリ

ニック，静岡県）が『誤嚥性肺炎予防の総合戦略

における歯科の役割』，舘村 卓先生（阪大院顎

口腔機能治療学）が『癌患者の社会復帰の支援，

口腔癌から食道癌まで』とそれぞれの専門分野か

ら独自の切り口でご講演された．

喫煙と健康」と題する教育講演・市民フォー

ラム〔座長：新庄文明先生（長大院口腔保健管理

学)〕が開催され，中村正和先生（大阪府立健康

科学センター）が『知られざるタバコ公害の真

実』，市来英雄先生（市来歯科医院，鹿児島市）

が『喫煙は，口腔にも大きな害発生』とタバコの

有害な点と世界各国の状況を具体的な事例を挙

げ，さらに現在問題となっている受動喫煙に関し

てデータを提示されてお話しされた．私の周囲に

いる愛煙家には耳の痛い講演であり，タバコ業界

の体質を垣間見ることができた．

シンポジウムⅡ〔座長：野村修一先生（新大

院)〕として「摂食・嚥下リハビリテーションー

ヒトとしての尊厳を保つために―」というテーマ

で，以下の3人の先生が講演された．角町正勝先

生（角町歯科医院，長崎市）『あきらめないで口

から食べること―急性期からのかかわり―』，本

多知行先生（佐賀社会保険病院リハビリテーショ

ン科）『摂食・嚥下障害のリハビリテーションー

回復期における現状と問題点―』，牛山京子先生

（日本歯科衛生士会監事）『在宅で最後まで食べた

い』．

今回の学会で好評だったのが2日間とも開催さ

れたランチョンセミナーである．ランチョンセミ

ナーⅠは「口腔ケアの効果を える ，ランチョ

ンセミナーⅡでは「NST（栄養サポートチーム）

と口腔ケア」と題して行われた．

会場は満席で立見が出るほどの盛況であった．

各セッション後に廊下などで多くのディスカッ

ションが行われ，大会は盛会裡に幕を閉じた．

（広報 北川)

第34回日本口腔インプラント学会

9月25日（土)，26日（日）に，大阪の中之島

の大阪国際会議場（グランキューブ）において，

近畿北陸支部が主幹し阪大歯学部病院口腔総合診

療部が事務局（大会長：前田芳信，事務局長：十

河基文）となって標記学会を開催し，一般ならび

に課題口演216題，認定医ポスター69題，市民

フォーラム，特別講演，シンポジウム，歯科技工

士セッション，歯科衛生士セッションなどのプロ

グラムに国内外を合わせて約2,100名の参加者が

集まった．

本学会のメインテーマは「先進展開するインプ

ラント治療―インターディシプリナリー治療領域

への拡大」であり，インプラントを介在して外

科，補綴，歯周，矯正の各分野がいかに結びつい

ているか，その連携をどのようにすれば効果的
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か，などが論じられた．

演者には学際的な治療を積極的に進めている著

名な臨床家とそのグループ（JIADS：小野善弘，

中村公雄，前田早智子，宮本泰和の各先生ならび

にSJCD：山崎長郎，鈴木真名，菊池薫，土屋賢

司の各先生)，さらにアメリカのEdwardP.Allen，

RichardRobleeの両先生にお願いした．特に2日

目の補綴，歯周，矯正を担当する専門医が複数で

講演する形は，学会のシンポジウムでは新鮮なも

のではなかったかと思われる．

また特別講演では，スイス・チューリッヒ開業

のUeliGrunder先生から，インプラントによる

修復を審美的に行うために必要な骨と軟組織の

augmentationについての解説，また韓国のSan-

WangShin教授からは，即時負荷をはじめとする

最近のインプラントに関する話題についての解説

があった．

なお，本学会では特別講演，シンポジウムはす

べて日英の同時通訳を設定した．その結果，海外

からの参加者からは日本の臨床，特にインプラン

トを中心とした治療のレベルが非常に高いことが

理解できたとの評価が得られたことは成果のひと

つである．

今回の学会ではさらに，参加者がポスターなら

びに協賛会員の展示会場での懇親会に気楽に参加

できる形としたことで，さらに活気ある学会と

なった．

（前田芳信 阪大歯学部附属病院)

第15回日本咀嚼学会学術大会

列島縦断台風一過の晴天に恵まれた9月30日

から10月2日まで，東京市ヶ谷日本大学会館に

おいて小林喜平大会長（日大松戸教授）のもと，

第15回日本咀嚼学会学術大会が開催された．大

会テーマを『咀嚼と消化・吸収― 国際コメ年」

によせて―』とし，特別講演2題，シンポジウム

3本および一般演題（ポスター発表）という内容

が組まれた．

ポスター会場

特別講演Ⅰの足立己幸先生（女子栄養大教授）

は「ごはん食と健康―食生態学から」と題して，

ごはんは本当によい食べ物なの 」という小学

生の質問から出発した食教育・食育の実践展開に

ついて，また特別講演Ⅱの中澤文子先生（共立女

子大名誉教授）は「食品の咀嚼と嚥下のレオロ

ジー」と題して食品の咀嚼と食塊の嚥下を口腔・

咽頭で測定した試みについて，講演された．

シンポジウムⅠ（座長：山田好秋先生/新大院）

のテーマ「咬合・咀嚼と脳」では，高野喜久雄先

生（総泉病院院長）は『痴呆とは』，渡辺 誠先

生（東北大院）は『歯と痴呆』，泰羅雅登先生

（日大総合科学研究所）は『咀嚼と脳』と各専門

分野から臨床および研究を通じた切り口でご講演

された．

シンポジウムⅡ（座長：神山かおる先生/独立

行政法人食品総合研究所）のテーマ「咀嚼とごは

ん」では，高谷友久先生（大阪市立大）は『新し

い米飯のテクスチャー測定法の研究』，塩澤光一

先生（鶴見大）は『米飯の物性が人の咀嚼行動に

与える影響』，今井敦子先生（大歯大）は『ごは

んを用いた咀嚼機能検査法』，畑江敬子先生（お

茶の水女子大院）は『高齢者の口腔内状態とごは

んの咀嚼』，渡辺紀之先生（亀田製菓株式会社）

は『食べやすい米飯製品の開発』と幅広い分野か

らそれぞれの視点でご講演された．

シンポジウムⅠ演者

シンポジウムⅢ（座長：野首孝祠先生/阪大院）

ではテーマ「健康とごはんの消化・吸収」につい

て，坂田 隆先生（石巻専修大）は『ごはんと大

腸機能』，松田秀人先生（名古屋文理短期大学）

は『咀嚼がインスリン分泌に及ぼす影響』，柳沢

幸江先生（和洋女子大）は『ごはん食のかみ方と

食後の血糖・インスリン反応』，杉山みち子先生

（神奈川県立保健福祉大）は『ごはん食とGlycemic

Index』とそれぞれごはん摂食後の知見についてご

講演された．

最終日午後には「公開フォーラム」(司会：小

林義典教授/日本咀嚼学会理事長）が併催され，

咀嚼が創る健康長寿として―国際コメ年によせ

て―」と題し，安田和人先生（前女子栄養大教

授)『咀嚼と微量栄養素の消化・吸収―新しい栄
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養素入りガム』，坂田利家先生（中村学園大)『ご

はんをしっかり嚙んで肥満症を予防しよう』，黒

田留美子先生（介護老人保健施設ひむか苑)『口

からおいしく味わって食べることが寝たきりを予

防する』，丸茂ゆきこ先生（丸茂病院)『日本人の

伝統食と現代人の薬食同源』，鈴木敏之先生（全

国料理学校協会長)『ごはんのレシピ，12カ月の

工夫』，冲本公繪先生（九大院)『おいしく食べら

れる人は元気に老いる』の6人の先生方がご講演

され，一般市民の方多数が聴講され，講演後も会

場から活発な質問が寄せられ，時間を30分延長

するなか，大会は盛会のうちに幕を閉じた．

（河相安彦 日大松戸)

支部会報告

東北・北海道支部

平成16年9月11日（土）に盛岡市のメトロポ

リタン盛岡で開催された第30回記念大会（石橋

寛二大会長，岩医大教授）では，一般演題はポス

ター発表19題，認定申請ケースプレゼンテー

ションは4題あり，会場では活発な討論がなされ

た．企画としてシンポジウム，特別講演，生涯学

習公開セミナーが行われた．

シンポジウムは「咬合を語る―この30年間で

浮き彫りになった問題点とその解決策を探る―」

と題し，石橋寛二大会長の座長のもと3名のシン

ポジストが咬合をあつく語った．佐々木啓一先生

（東北大院）は，『加齢とともに移ろいゆく咬合の

理解と対応』と題し，多様な部分欠損歯列症例の

咬合診断ならびに付与すべき咬合の指針は必ずし

も明確に呈示されていないとして，知識・体験の

統合と体系化および症例報告の積み重ねが重要で

あると語った．藤澤政紀先生（岩医大）は，『う

つろな咬合を呈する症例の心身医学的背景』と題

し，客観的な咬合検査結果と患者の訴える主観的

評価が一致しないことがあり，対処法の確立には

咬合と心身医学との関連についてのEvidenceお

よび専門医との協力が必要であることを語った．

皆木省吾先生（岡大院）は，『変化する咬合に対

する補綴処置』と題し，複雑化した症例，顎位の

変化に対応する必要のある症例あるいは顎運動に

対する微細な適合性が必要とされる症例では，一

度に咬合を決めつけることはせずに，2回鋳造法

を応用して再現の基準を明確にすることが大切で

あると語った．

特別講演は「脳機能研究の最前線―どうやって

脳の老化に勝つ―」をテーマに，加藤俊徳先生

（濱野生命科学研究財団小川脳機能研究所）によ

り行われた．加藤先生は昭和大学大学院医学研究

科を卒業後，国立精神神経センターで，光脳機能

画像法の基本原理を最初に発見した研究者であ

る．講演では，MRIは脳を一生の中で捉えて計測

することが可能となり，脳の老化に勝つには脳の

神経と神経を連絡する白質線維連絡が焦点になる

こと，光脳機能画像法はベッドサイドでリアルタ

イムに脳機能を観察することができ，この脳の働

きを計測して教育や生活に役立てようとしている

ことなどについて解説した．

今回から，生涯学習公開セミナーが併催され

た．メインテーマは「前歯部に求められる歯科審

美の最前線」で，座長は清野和夫先生（奥羽大）

が務めた．冨士谷盛興先生（広大院）は，『前歯

部MI審美修復の現状』と題し，保存修復学の立

場からMIの え方や沢山の臨床例を示し，被着

面に合わせて接着剤を正しく選択することの大切

さを強調した．宮内修平先生（大阪府開業）は

『前歯部審美の臨床』と題し，審美歯科に求めら

れる，支台築造，支台形態，プロビジョナルレス

トレーションの大切さと多くの臨床例を呈示した．

一般演題はポスター発表19題，認定申請ケー

スプレゼンテーションは4題あり，会場では活発

な討論がなされた．

（清野和夫 奥羽大）

関連学会案内

第14回日本有病者歯科医療学会総会

開催日：平成17年3月12日（土)，13日（日）

会 場：愛知県歯科医師会館

大会長：鈴木俊夫先生(鈴木歯科医院，名古屋市）

テーマ： 安心と安全な歯科医療の推進」
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連絡先：

〒464-0071 名古屋市千種区若水3－10－23

青柳歯科医院内

第14回日本有病者歯科医療学会総会事務局

TEL：052-711-1494，FAX：052-723-2854

E-mail：yb＠s.email.ne.jp

http：//www.ne.jp/asahi/yuubyou/sika/

※問合せはFAXまたはメールにてお願いします．

次回学術大会案内

第113回日本補綴歯科学会学術大会

開催日：平成17年5月14日（土)，15日（日）

会 場：グランキューブ大阪（大阪国際会議場）

大会長：野首孝祠教授（大阪大学大学院）

メインテーマ： 咬合・咀嚼が創る健康長寿」

大会ホームページ：

http://www.dent.osaka-u.ac.jp/prost2/113jpds/

☞ニュース 第113回学術大会課題口演テーマ

1. 咀嚼・嚥下機能

2. 発語機能

3. 咬合と全身

4. インプラント

5. バイオテクノロジー

6. 新材料

7. バイオメカニクス

8. 審美

9. 補綴臨床疫学・EBD

今後の学術大会案内

第114回日本補綴歯科学会学術大会

開催日：平成17年10月1日（土)，2日（日）

会 場：朱鷺メッセ

大会長：河野正司教授（新潟大学大学院）

第115回日本補綴歯科学会学術大会

開催日：平成18年春

大会長：平井敏博教授（北海道医療大学）

生涯学習公開セミナーおよび
市民フォーラム案内

生涯学習公開セミナー

関西支部

○開催日時：平成17年1月22日（土）13：30～

16：00

○開催場所：大阪府歯科医師会館（大阪市）

○テーマ： 高齢者歯科治療の現在」

1) 中尾勝彦先生（尾道市開業，中国・四国支

部支部長）

2) 小正 裕教授（大阪歯科大学高齢者歯科学

講座）

西関東支部

○開催日時：平成17年1月23日（日）午後

○開催場所：神奈川県歯科医師会館

○テーマ： 支台築造の新しい え方」

1) 福島俊士教授（鶴見大学）

2) 塩野英昭先生（東関東支部）

東京支部

○開催日時：平成17年2月27日（日）午前

○開催場所：日本歯科大学富士見ホール

市民フォーラム（市民公開講座)

東京支部

○開催日時：平成17年2月27日（日）午後

○開催場所：日本歯科大学富士見ホール

支部会案内

関西支部

開催日：平成17年1月23日（日）

会 場：大阪府歯科医師会館

連絡先：担当・井上雅裕

〒540-0008 大阪市中央区大手前1-5-17

大阪歯科大学附属病院 口腔インプラント科内

日本補綴歯科学会関西支部事務局

TEL：06-6910-1089

E-mail：inoue-mh＠cc.osaka-dent.ac.jp

14



東京支部

開催日：平成17年2月26日（土）

会 場：日本歯科大学 富士見ホール

大会長：新谷明喜教授（日本歯科大学）

西関東支部

開催日：平成17年3月5日（土）

会 場：鶴見大学

東関東支部

開催日：平成17年3月20日（日）

会 場：水戸プラザホテル

大会長：會田雅啓教授（日大松戸）

連絡先：担当・若見昌信

〒271-8587 千葉県松戸市栄町西2-870-1

日本大学松戸歯学部歯科補綴学第二講座

TEL：047-360-9383，FAX：047-360-9382

E-mail：jpds＠masucat.nihon-u.ac.jp

認定医関係記事

日本補綴歯科学会指導医

（ ）内は支部名

片桐 慎吾：日本歯科大学歯学部（東京）

鈴木 満：厚木みどり歯科（東京）

羽毛田 匡：東京医科歯科大学歯学部附属病院

（東京）

井野 智：神奈川歯科大学（西関東）

渥美美穂子：神奈川歯科大学（西関東）

田中 欽也：神奈川歯科大学（西関東）

野村紀代彦：医療法人至誠会二村医院（東海）

安井 栄：大阪大学歯学部附属病院（関西）

森 慎吾：しんご歯科（中国・四国）

熊谷 宏：熊谷歯科クリニック（中国・四国）

阿部 泰彦：広島大学医学部・歯学部附属病院

（中国・四国）

松山 美和：九州大学大学院歯学研究院（九州）

日本補綴歯科学会新規認定医

（ ）内は支部名

國安 宏哉：北海道医療大学歯学部（東北・北海

道）

井上 敬介：東京歯科大学（東関東）

三澤 弘子：松本歯科大学病院（東海）

山内 英嗣：徳島大学医学部・歯学部附属病院

（中国・四国）

松香 芳三：UCLA歯学部（中国・四国）

峯 篤史：岡山大学大学院医歯学総合研究科

（中国・四国）

山中 威典：広島大学大学院医歯薬学総合研究科

（中国・四国）

竹内 真帆：広島大学大学院医歯薬学総合研究科

（中国・四国）

完山 学：岡山大学大学院医歯学総合研究科

（中国・四国）

小池 麻里：長崎大学大学院医歯薬学総合研究科

（九州）

井手 孝子：長崎大学医学部・歯学部附属病院

（九州）

野村 賢介：野村歯科医院（九州）

日本補綴歯科学会認定医更新者

認定期限：2004年9月29日

加藤 英材：(医）華頂会湘南歯科（関西）

認定期限：2004年11月1日

山森 徹雄：奥羽大学歯学部（東北・北海道）

山本 昭一：日本大学歯学部（東関東）

松村 英雄：日本大学歯学部（東京）

松本 良治：松本歯科医院（西関東）

野 徹：鹿児島大学大学院医歯学総合研究科

（九州）

認定期限：2005年4月20日

藤本 俊男：藤本歯科長洲医院（東京）

和久田一成：わくだ歯科（東海）

石垣 尚一：大阪大学大学院歯学研究科（関西）

貞森 紳丞：広島大学大学院医歯薬学総合研究科

（中国・四国）

認定期限：2005年4月27日

古谷 彰伸：勝田台フルヤ歯科（東京）

岩崎 雅充：慶応義塾大学病院（東京）

鈴木 彰：アキラ歯科医院（西関東）

田中 欽也：神奈川歯科大学（西関東）

谷岡 望：谷岡歯科クリニック（関西）

田中 順子：大阪歯科大学（関西）

今井 敦子：(医）若葉会 今井歯科（関西）
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